外部評価の受審緩和期間等の考え方について（イメージ図）
■　受審緩和期間等の考え方
	  ○　緩和期間　：　直近の評価日（受審日・訪問調査日）（以下「評価日」という。）から１年間。
  ○　次の受審期間　：　緩和期間満了日から必ず１年以内に受審すること。ただし、緩和期間中の受審は妨げない。
　　　　　　　　　　　　平成２２年以降に受審緩和を府から認定された場合は、実施回数の緩和期間は、継続して受審しているとみなす。


　※緩和期間等の例
	
	(A)前回の評価日
	緩和期間
	次の受審期間
	(B)直近の評価日
	緩和期間
	次の受審期間
	(C)次の評価日

	1 
	
令和5年3月15日

	令和5年3月16日
～
令和6年3月15日
	令和6年3月16日
～
令和7年3月15日
	
令和6年5月2日

	令和6年5月3日
～
令和7年5月2日
	令和7年5月3日
～
令和8年5月2日
	
令和8年4月10日


	2 
	
令和5年3月15日

	令和5年3月16日
～
令和6年3月15日
	令和6年3月16日
～
令和7年3月15日
	
令和6年12月1日

	令和6年12月2日
～
令和7年12月1日
	令和7年12月2日
～
令和8年12月1日
	令和7年10月30日
（緩和期間中の受審）


 
 ＜イメージ図＞
　　　【５年連続受審事業所】
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	①
	

(A) R5.3/15
（前回の評価日）





	

緩和期間
R6.3/15





	
受審期間

　　　　R7.3/15


緩和期間
(B) R5.5/2受審
（直近の評価日）



	



受審期間
R7.5/2


(C) R8.4/10受審


	



R8.5/2




	②
	

(A) R5.3/15
（前回の評価日）





	

緩和期間
R6.3/15





	

R7.3/15
受審期間



(B) R6.12/1受審
（直近の評価日）


	



緩和期間
受審期間


(C) R7.10/30受審
※緩和期間中の受審は妨げない

	









